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補足説明書

プロマグ H, 呼び 口径 25A (1")

新規センサへの従来プロセス接続の取付

センサ寸法の変更に伴い、接続に用いるねじ孔も若干変更されています。 
既存の（従来の）プロセス接続（下表A）が、25Aの新規センサ躯体に用いられる場合は、以下手順に従ってください。

" 警告! 

• センサと共に納入される本件専用の特殊ボルトをご使用下さい　 (8 x M6; 品目No. 71085121)。
• 取扱説明書の、設置手順も合わせてご参照下さい。

! 注意! 

角の丸い新規のプロセス接続（下表B）を、使用される場合は、本書による手順は不要です。
取扱説明書の設置手順のみご参照下さい。

 

 

従来のプロセス接続を新規センサに取り付ける場合：

 A  B

A0013072

従来のプロセス接続：四角

A0013073

新規プロセス接続：丸

1. 最初の　　ボルトを差し込み 

ます。

" 警告! 

ねじ込み　は最小限に 

してください。

それから、プロセス接続で

吊るように持ち上げます。

A0013075

2. 持ち上げた状態で、残り
のボルトを差し込み、

最小限にねじ込みます。

" 警告! 

全てねじ込みは最小限に。

A0013076

3. 手で、ゆっくりと、等しく 

全てのボルトをねじ込んで

いきます。締め付けは、
対角に行ってください。

締付トルクは6Nmです。

A0013077



■仙台サービス
〒 980-0011  仙台市青葉区上杉 2-5-12  今野ﾋﾞﾙ

Tel. 022(265)2262　Fax. 022(265)8678

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 745-0814 周南市鼓海 2-118-46

Tel. 0834(25)6231　Fax. 0834(25)6232

■新潟サービス
〒 950-0923 新潟市中央区姥ケ山 4-11-18

Tel. 025(286)5905　Fax. 025(286)5906

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054 市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061 倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）
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●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部サービスデスク
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。

07.10/ マーコムグループ
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